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【年通号数】公開・登録公報2013-061
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【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｄ  53/94     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  29/46     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  29/24     (2006.01)
   Ｆ０１Ｎ   3/08     (2006.01)
   Ｆ０１Ｎ   3/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｄ   53/36     １０２Ｃ
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   Ｂ０１Ｊ   29/24     　　　Ａ
   Ｆ０１Ｎ    3/08     　　　Ｂ
   Ｆ０１Ｎ    3/10     　　　Ａ
   Ｆ０１Ｎ    3/10     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成28年1月15日(2016.1.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　このように、高濃度のＳＯｘおよびＮＯｘが存在し、排ガス温度が低い船舶用機関から
排出される排ガスの浄化処理で、アンモニアＳＣＲ法による脱硝触媒を使用するには、硫
安の析出温度を排ガス温度以下にする必要がある。硫安の析出温度は、ＳＯ３濃度とＮＨ

３濃度で決定される。ＮＨ３濃度は排ガス中のＮＯｘ濃度と目標脱硝率で決まるため、こ
の値を低減することはできない。従って、排ガス温度が硫安の析出温度より低い船舶用機
関では、還元剤として使用するアンモニア（ＮＨ３）を吹き込む前に排熱を利用して、排
ガス温度を再加熱して硫安の析出温度以上にすることで、アンモニアＳＣＲ法による脱硝
触媒の使用を行っている。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　ここで、本発明の触媒によれば、排ガスの温度が１８０～３００℃ 程度の比較的低温
であっても、窒素酸化物の優れた除去性能が得られる。また、船舶用排ガス温度は煙道に
て約１６０℃になると、船舶用排ガスに含まれる硫黄酸化物（ＳＯｘ）が無水硫酸となり
、水分と結合して硫酸（Ｈ２ＳＯ４）となって凝縮付着し金属を腐食させる現象（低温腐
食の問題）が発生するために好ましくない。従って通常、船舶用排ガス温度は１８０℃以
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下にさせることはなく、本発明による脱硝触媒は、還元剤としてアルコールを添加した燃
焼排ガスに対し、１８０℃以上であることが好ましい。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７８】
　まず、市販のモルデナイト（ＭＯＲ）型ゼオライト（商品名ＨＭ－２０、東ソー株式会
社製：酸強度－９）１０ｇを、０．１ＭのＣｏ（ＮＯ３）２水溶液２００ｍｌに入れて、
温度８０℃で２４時間攪拌した後、濾過して洗浄し、ついで温度１１０℃で３時間乾燥し
、さらに温度５００℃で４時間焼成することにより、コバルト（Ｃｏ）イオン交換ゼオラ
イトを得た。この触媒のＣｏ担持量は、２．０９重量％であり、モルデナイト（ＭＯＲ）
型ゼオライトに対するコバルトイオンの交換率は、１７％であった。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８１】
　まず、市販のＢＥＡ型ゼオライト（商品名Ｈ－ＢＥＡ－３５、ズードケミー触媒株式会
社製：酸強度－５）１０ｇを、０．１ＭのＣｏ（ＮＯ３）２水溶液２００ｍｌに入れて、
温度８０℃で２４時間攪拌した後、濾過して洗浄し、ついで温度１１０℃で３時間乾燥し
、さらに温度５００℃で４時間焼成することにより、コバルト（Ｃｏ）イオン交換ゼオラ
イトを得た。この触媒のＣｏ担持量は、１．９２重量％であり、ＢＥＡ型ゼオライトに対
するコバルトイオンの交換率は、２６％であった。
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８４】
　まず、市販のＹ型ゼオライト（商品名ミズカシーブスＹ－４２０、水澤化学工業株式会
社製：酸強度－３）１０ｇを、０．１ＭのＣｏ（ＮＯ３）２水溶液２００ｍｌに入れて、
温度８０℃で２４時間攪拌した後、濾過して洗浄し、ついで温度１１０℃で３時間乾燥し
、さらに温度５００℃で４時間焼成することにより、コバルト（Ｃｏ）イオン交換ゼオラ
イトを得た。この触媒のＣｏ担持量は、１０．３３重量％であり、Ｙ型ゼオライトに対す
るコバルトイオンの交換率は、２２％であった。
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